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昭和59年1月1日（2）広報こうなん

昭和59年元旦あけましてb
、
欝

十
ケ
年
を
ふ
り
か
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
更
に
、
こ
理
解
ご
協
力
を

村長・茂木秋広

　
村
民
の
皆
さ
ん
明
け
ま
し
て
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
い
つ
も
村
政
に
対
し
、
深
い
理
解
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。

　
新
春
の
年
頭
に
当
り
、
村
長
就
任
後

十
勿
年
の
回
顧
と
本
年
の
抱
負
を
申
し

あ
げ
、
更
に
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
か
　
　
ヨ
テ
チ

　
過
去
の
，
十
年
間
ば
、
、
、
四
十
八
，
年
p
五

イ
　
ヒ
　

十
二
年
の
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
等
に
よ
る

イ
ン
フ
レ
、
金
融
引
締
、
低
生
長
、
景

気
浮
揚
、
行
政
改
革
、
財
政
再
建
、
海

外
援
助
、
貿
易
摩
擦
等
国
の
内
外
共
に

政
治
経
済
が
大
き
く
激
動
い
た
し
、
国

家
財
政
の
危
機
と
相
侯
っ
て
、
地
方
公
、

共
団
体
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
厳
し
い

行
財
政
の
運
営
を
強
い
ら
れ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
本
村
に
於
い
て
は
、
こ
れ

に
対
応
す
る
た
め
執
行
体
制
の
確
立
を

図
り
、
補
助
事
業
を
主
と
し
た
効
率
的

な
　
　
　
の
　
　
と
　
　
　
の
　
ゑ
　

　
　
　
Q
△
）

に
対
す
る
協
力
体
制
に
よ
り
、
こ
の
厳

し
さ
を
克
服
い
た
し
、
．
一
貫
し
た
健
全

財
政
の
も
と
に
、
次
の
多
く
の
事
業
を

実
施
い
た
し
て
き
た
こ
と
は
、
村
民
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

周
知
の
通
り
で
す
。

一
》
産
業
土
地
改
良
に
於
い
て
は
、
百

％
近
い
ほ
場
整
備
、
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー

を
始
め
と
す
る
構
造
改
善
事
業
は
、
県

下
は
も
ち
ろ
ん
全
国
的
な
先
進
地
と
し

て
大
き
な
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

一
、
環
境
衛
生
、

福
祉
，
に
ト
つ
い
て
、
し

尿
処
理
場
、
、
掲
、
切
剣
，
焼
却
場
共
行
政
に

　
　
　
　
か
ア

と
っ
て
、
一
番
至
難
な
事
業
も
文
老
入

福
祉
セ
ン
タ
i
、
全
国
的
な
問
題
と
な

9
た
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
施
設
の
愈
又
－
入
れ
等

は
、
村
史
に
永
久
に
残
る
事
業
で
あ
り

ま
し
た
。

一
、
建
設
土
木
に、

つ“て

盆熊

谷東

松

山
有
料
道
路
の
新
設
、
村
道
幹
線
及
地

域
道
路
み
改
良
舗
装
は
型
，
，
－
江
「
南
村
、
の
姿

を
一
変
さ
せ
、
現
在
進
行
中
の
区
画
整

理
事
業
と
共
に
村
発
展
の
基
と
な
る
と

田
心
い
ま
す
。

一
、
教
育
施
設
に
つ
い
て
、
幼
稚
園
の

統
合
、
二
年
制
実
施
、
村
民
体
育
館
、

ド
ラ
イ
方
式
に
ょ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ

ー
の
建
築
。

一
、
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
第
二
次
拡

張
工
事
完
成
に
よ
る
日
量
七
、
○
○
○

　謹
難
、
・

難
灘

礒
聾
舞

保留地の位置、地積及び処分価額

保
留
地
を
分
譲

月
八
日
～
十
六
日
申
込
み

表
示
番
・
万

街　区 符号
単　価
m掻）円

公売価格

　　　（円）

① 　一　一　一

／＼
　　　1』9－3k
、
r
、
＿
　 ／

〆
1’　許

290．12

（87．76）

　58，600
（193，714）

17，001，032

② 2
290．12

（87．76）

　61，800
（204，292）

17，929，416

③一
　　し

△＼
　　＼

21－10
、． ＿！

1
252．21

（76．29）

　58，100
（192，061）

14，653，401

④ 2
220．45

（66．68）

　58，100
（192，061）

12，808，145

⑤ 22－11
　＼　＼

2
221．12

（66．88）

　60，600
（200，325）

13，399，872

⑥ 35－8 1
373．63

（113．02）

　58，600
（193，714）

21，894，718

2
、
分
譲
方
法

ω
公
開
抽
せ
ん
方
式

図
分
譲
す
る
土
地
の
現
地
案
内
日
時

　
昭
和
五
十
九
年
一
月
八
日
（
日
）
～

一
月
十
六
日
（
月
）
午
前
十
時
～
午
後

三
時

㈹
案
内
方
法
　
徒
歩
に
て
案
内
す
る
。

　
ヤ
か
　
　
の
　
　
ヒ
　
し
　
　

し
○

ω
日
時
一
月
八
日
（
日
）
～

十
六
日
（
月
）
午
前
十
時
～
午
後
一

ω
場
　
所
　
江
南
村
江
南
中
央
第

地
区
画
整
理
組
合
事
務
所

4
、
抽
せ
ん
会
の
日
時
及
び
場
所

ω
日
　
時
　
一
月
二
十
二
日
（
日
）

前
十
時

ω
場
所
同
事
務
所

土　時月　　注）　面積は確定でありませんので換地処分の時点で精算します。午
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ト
ン
給
水
量
の
確
保
、
独
立
採
算
に
よ

る
黒
字
経
営
の
確
立
。

　
以
上
、
こ
れ
等
の
事
業
は
、
何
れ
も

村
づ
く
り
基
礎
と
な
る
事
業
で
、
村
民

の
福
祉
と
村
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を

果
す
も
の
と
確
信
い
た
し
、
行
政
に
と

っ
て
も
充
実
し
た
十
年
間
の
歩
み
と
思

っ
て
居
り
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
の
抱
負
。

　
村
民
等
し
く
要
望
い
た
し
て
い
た
中

学
校
の
改
築
を
二
ヶ
年
事
業
と
し
て
、

将
来
発
展
す
る
江
南
に
ふ
さ
わ
し
い
学

校
を
建
築
い
た
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
こ
れ
に
対
す
る
補
助
の
見
透
も
資
金

の
準
備
と
も
整
っ
て
お
り
ま
す
の
で
必

ず
や
ご
期
待
に
副
え
る
も
の
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　
次
に
地
域
の
要
望
事
項
に
つ
い
て
は
、

昨
年
十
一
月
に
各
区
長
さ
ん
よ
り
皆
さ

ん
の
要
望
が
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で

充
分
検
討
の
上
実
施
を
し
て
い
く
考
え

で
あ
り
ま
す
。

　
事
業
実
施
に
つ
い
て
は
、
関
係
者
全

員
の
同
意
が
条
件
に
な
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
の
程
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
又
本
年
は
、
住
宅
整
備
公
団
に
よ
る

東
部
地
区
の
大
型
開
発
の
計
画
が
発
表

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
地

域
の
住
民
と
充
分
協
議
し
て
推
進
し
て

行
く
考
え
で
す
。

　
本
年
も
財
政
的
に
は
厳
し
い
と
思
い

ま
す
。
大
事
業
も
控
え
て
お
り
、
他
の

　
　
　
　
（
　
＼
・

　
　
　
　
　
　
　
〃

事
業
に
も
多
少
の
影
響
は
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
御
了
承
の
上
村
政
に
ご
協

力
を
心
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

議
会
活
動
に
な
お

議長・馬場茂雄

　
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
希
望
に
満
ち
た
す
が
す
が

し
い
新
春
を
お
迎
え
の
事
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
皆
様
方
の
ご
健

康
と
ご
繁
栄
を
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

　
さ
て
、
私
達
議
会
議
員
は
、
昨
年
の

二
月
、
有
権
者
各
位
の
厳
正
な
審
判
に

よ
っ
て
、
信
任
を
い
た
だ
き
就
任
い
た

し
ま
し
た
。
以
来
一
同
、
皆
様
の
ご
期

待
に
沿
う
べ
く
懸
命
の
努
力
を
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
三
、
月
の

初
議
会
に
お
き
ま
し
て
、
図
ら
ず
も
議

員
諸
兄
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長

の
要
席
を
い
た
だ
き
、
暖
か
い
ご
支
援

に
よ
っ
て
円
満
な
議
会
運
営
を
進
め
て

ま
い
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に

議
会
を
代
表
し
て
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ

つ
を
申
し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
こ

　
最
後
に
村
民
各
位
の
御
健
勝
を
ご
祈

念
申
し
あ
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。層

の
ご
支
援
を

と
を
最
高
の
光
栄
と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
江
南
村
も
合
併
以
来
、
三
十
年
目
を

迎
え
ま
し
た
。
こ
の
問
、
順
調
に
発
展

を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
水
道
事
業
、

農
地
の
基
盤
整
備
、
大
工
場
の
誘
致
、

各
種
施
設
の
設
置
、
道
路
整
備
等
々
住

民
福
祉
の
向
上
は
、
近
隣
町
村
と
比
較

し
て
優
る
と
も
劣
ら
ず
、
合
併
時
と
は

隔
世
の
感
が
あ
る
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
偏
に
、
村
民

の
皆
様
の
絶
大
な
る
ご
支
援
ご
協
力
と
、

先
輩
諸
兄
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
の
賜
と
深

く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
立
派
な
基
盤
を
持
つ
江
南
村
を

な
お
一
層
伸
展
さ
せ
、
住
民
一
人
一
人

が
希
望
す
る
、
又
、
一
人
一
人
が
誇
り

得
る
郷
土
に
育
て
上
げ
て
行
く
こ
と
が

議
会
に
与
え
ら
れ
た
責
務
と
考
え
、
そ

の
実
現
の
た
め
議
員
一
同
満
身
の
努
力

を
い
た
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
年
頭
に
当
り
、
意
を
新
た
に
し
、
議

会
に
対
し
て
寄
せ
ら
れ
た
ご
厚
情
に
深

く
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
皆
様
方

の
議
会
と
し
て
な
お
一
層
の
ご
支
援
ご

鞭
燵
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

（
　
（

5
、
当
せ
ん
者
の
決
定

　
抽
せ
ん
は
、
回
転
式
抽
せ
ん
器
を
使

用
し
、
各
区
画
毎
の
抽
せ
ん
参
加
申
し

込
み
順
位
番
号
と
が
合
致
し
た
者
を
も

っ
て
、
当
せ
ん
者
と
す
る
。
補
欠
者
も

同
様
と
す
る
。

6
、
土
地
売
買
契
約
の
締
結

　
当
せ
ん
者
に
は
、
保
留
地
売
却
決
定

書
を
交
付
し
ま
す
の
で
、
通
知
を
し
た

日
か
ら
五
日
以
内
に
土
地
売
買
契
約
を

締
結
し
て
く
だ
さ
い
。

7
、
土
地
売
買
代
金
の
納
入

　
土
地
売
買
代
金
は
、
契
約
締
結
と
同

時
に
契
約
金
額
の
二
〇
％
に
相
当
す
る

金
額
を
、
残
金
に
つ
い
て
は
売
買
契
約

の
締
結
し
た
日
か
ら
六
十
日
以
内
に
納

入
し
て
く
だ
さ
い
。

8
、
所
有
権
移
転
の
登
記

　
売
却
保
留
地
の
所
有
権
移
転
登
記
に

つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整
理
法
第
一
〇

七
条
第
二
項
に
規
定
す
る
換
地
処
分
に

伴
う
登
記
の
完
了
後
に
申
請
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
そ
の
際
に
要
す
る
費

用
は
買
受
人
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

9
、
問
合
せ

　
江
南
村
大
字
柴
九
ー
一
江
南
村
江
南

中
央
第
一
土
地
区
画
整
理
組
合
事
務
所

奮
〇
四
八
五
－
三
六
ー
一
五
二
一

　
　
　
　
　
　
（
内
線
　
三
三
）

　
智
三
六
－
二
八
七
八
（
直
通
）

民
生
・

　
　
　
児
童
委
員

　
　
　
　
　
　
を
委
嘱

　
任
期
満
了
に
と
も
な
う
民
生
委
員
の

改
選
が
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
厚
生
大

臣
よ
り
十
二
月
一
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。
民
生
委
員
に
は
知
事
よ
り
児
童

委
員
の
委
嘱
も
合
せ
て
行
わ
れ
、
今
後

三
年
間
、
各
担
当
地
区
の
福
祉
向
上
に

ご
尽
力
く
だ
さ
い
ま
す
。

　
民
生
委
員
氏
名
　
　
　
担
当
地
区

　
　
水
野
半
四
郎
　
　
　
成
沢
坂
上

　
　
馬
場
正
一
郎
　
　
　
成
沢
坂
下

　
　
長
谷
川
高
雄
　
三
本

水吉橋水高小大松福
野田本野田島島本田
光朋イ龍利貴　洋房
好信ク夫正一清子子

大
久
保
総
一

寺
山
　
ト
モ

増
田
　
秀
夫

宇
治
川
正
忠

柴
　
　
芳
夫

上
杉
　
　
正

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田
上

御
正
新
田
下

須
賀
広

野
　
原

小
江
川
東

小
江
川
西

塩板
井

柴千
代
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字別婦人バレーボール大会

優
勝
は

成
沢
チ
ー
ム
（
A
ブ
ロ
ッ
ク
）

御
正
新
田
チ
ー
ム
（
B
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
昭
和
五
十
八
年
度

字
別
婦
人
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
秋
期
大
会
は
、

十
一
月
二
十
七
日
、

村
民
体
育
館
を
会
場

に
熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　今回の

大
会
は
、
十
三
チ
ー
ム
が
参

加
、
会
場
は
お
子
さ
ん
連
れ
の
応
援
団

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
向

け
て
の
練
習
は
、
育
児
や
家
事
の
合
間

）
》

優勝した成沢チーム

を
ぬ
っ
て
の
夜
間
の
練
習
で
、
選
手
や

役
員
さ
ん
の
ご
努
力
は
大
変
な
こ
と
だ

っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
こ
の
大
会
の
結

果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

0

2

Bブロック

2　1
、
0

1

0

2

2

120

1

2

上
押
切

　
柴
樋
春
北

樋
春
南

板
　
　
井

下
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三成千上小
　　　新江塩
本沢代田川

よい子の作品
　（文化祭出品作）

吉野真由美南小4年

）

）

＃
田
雛
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撒
岸
纏
根
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擁
’

雛F彦
翻

（
　
へ

　
　
だ

福祉バザールで

　
第
五
回
江
南
村
文
化
祭
は
、
十
一
月

二
十
日
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
例
年
ど
お
り
の
美
術
作
品
、
農
産
物

の
展
示
・
即
売
、
サ
ン
マ
の
安
売
り
な

ど
お
な
じ
み
の
コ
ー
ナ
ー
の
ほ
か
、
今

年
は
あ
ら
た
に
第
四
部
と
し
て
、
中
学

校
体
育
館
を
会
場
に
、
芸
能
の
部
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
カ
ラ
オ
ケ
や
民
謡
、
詩
吟
な
ど
、
三

十
五
組
φ
出
場
者
が
芸
を
競
い
合
い
、

大
に
ぎ
わ
い
で
し
た
。

芸能部門
も加わり

第5回
文化祭

（

サンマをどうぞ

（

蓼
灘
　

交通安全ポスター展、子供たちの力作

オニギリコーナ

墾

嚢鐡難繊新企画　芸能部門



　　　　　　　　　いち　ば

一∂恥聴串場 羅睡購糞謹臨 〆
　
藪
、

■問合せ
　東京電力㈱埼玉支店熊谷営業所

　　　　　江南村体育協会では、冬のスポ
　　　　ーツとして人気のあるスキーを、
　　　　皆さんに楽しんでいただくため、
　　　　恒例のスキー講習会を下記のとお
　　　　り開催します。
　　　　　この機会に正しい基礎技術を学
　　　　び、大自然の中で思いきりすべっ
　　　　てみませんか。ふるってご参加く
　　　　ださい。
　　　　■とき1月29日（日〉
　　　　■ところ
　　　　　武尊オリンピアスキー場
　　　　■会費
）　　　　おとな3，500円、子ども（中学
　　　　生以下）2，500円

　　　　■申込み
）　　　　1月14日（土）までに会費を添えて

　　　　教育委員会へ
　　　　■集合
　　　　　村民体育館（午前5時に集合・
　　　　出発）
　　　　■その他
　　　　　定員（80名）になり次第しめ切．
　　　　ります。

）

）

「繊爽議難議出薦i…馨

　20歳を迎えられた皆さんを祝う
「成人式」を行います。一生の思
い出となるよう、ご出席ください。
■と　き

　1月15日午前9時30分
■ところ
　村民体育館

鍾線鐵藪懸櫨無纏懇

　もし、電線にたこがひっかかっ
ても、電柱に登ったり、棒でとっ
たりしては大変危険です。すぐに
電力会社にお知らせください。

　何かと気ぜわしい月です。お出
かけの時は電気のスイッチ、コン
セントの抜き忘れに十分注意して
火災などにならぬようにしましょ
う。

2監22－4505

　　　　　奮

霧難講難響叢i纂i簗

　埼玉県では、県政について日ご
ろ気付いたことを意見や提案とし
て報告したり、ナンケート調査に

答えていただく県政モニターを募
集しています。

■応募資格
　県内に居住する満20歳以上の方
■募集人員　200人
■応募方法
　ハガキに住所・氏名・年齢・性
別・職業・県内居住年数・電話番
号・応募理由を書いて申し込んで
ください。

■申込み・問合せ

　埼玉県広聴課（〒336）浦和市
高砂3－15－1
費0488－24－2111（内線2032）

掴撮嚢黛鍵療教養
　講鐵鐡雛懇i参痂蒼

　国民年金では、みんなのしあわ
せな一生を保障するため、制度の9
いっそうの充実に努めています。
　そして、さらに人生をより豊か
に、より健康でありますように、

国民年金健康教養講座を開催いた
します。

■参加できる人
　国民年金の加入者と受給者（年
齢、性別問わず）

■と　き

　昭和59年2月7日㈹午後1時～
2月8日㈱午後3時までの2日間
■ところ
　川越市伊佐沼公園内、国民年金
保養センターミむさしの鳶

費0492－24－3210
■主な講座

　年金のはなし、趣味の教室（史『
蹟めぐり、カラオケ、社交ダンス）

健康のはなし、その他、年金相談
■申込先・方法
　住所、氏名、年齢、性別、電話
番号、宿泊か日帰りの別、受けた
い趣味の教室を記入のうえ、はが
きで申し込んでください。

翻灘羅罐萎1，．、、

’嵩畿難糠欝雛蒙雛

　埼玉県立浦和通信制高等学校で
は、下記のとおり59年度の生徒を
募集します。

■応募資格
　中学校卒業者または同等以上の
学力のある人。年齢不問。
■願書受付
　昭和59年3月10日　（土）～3月
31日（土）まで。3月20日（春分
の日）は除く。

■提出書類
　入学願書、出身中学調査書（ま
たは、卒業証明書・成績証明書）
健康診断書など。

■入学選考　書類によって行う。
目学習方法
　家庭学習によるレポートの作成
提出。月2回程度の日曜スクーリ
ングを受ける。スクーリングは、

本校および浦和高校、春日部女子
高校、川越女子高校、熊谷女子高
校、秩父農工高校で行います。
■入学案内の請求・問合せ
　埼玉県立浦和通信制高等学校

〒336　浦和市領家5－3－15
含0488－86－4123　’一

　
福
祉
バ
ザ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
村
民

の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
左

記
の
と
お
り
大
き
な
成
果
を
あ
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
収
益
金
の
配
分
に
つ
い
て
は
、
実
行

委
員
会
の
承
認
を
得
て
寄
贈
し
、
感
謝

の
こ
と
ば
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
こ
こ
に
紙
上
を
も
っ
て
報
告
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

1
、
寄
贈
品

▼
点
数
．
　
　
一
、
一
五
一
点

▼
人
員
　
　
　
　
　
七
九
五
人

2
、
即
売
結
果

▼
即
売
個
数
　
　
　
　
一
、
一
一
四
点

▼
総
収
益
金
　
　
四
一
〇
、
五
五
一
円

3
、
特
設
バ
ザ
ー
ル

▼
販
売
数
　
　
　
　
　
四
二
四
点

▼
売
上
金
　
　
　
四
二
、
四
〇
〇
円

4
、
配
分
結
果

▼
ね
た
き
り
老
人
　
　
五
六
、
O
O
O
円

▼
福
祉
手
当
受
給
者

　
　
　
　
…
：
一
〇
〇
、
○
○
○
円

▼
在
宅
重
度
身
障
者

　
　
　
　
・
：
ご
一
一
二
、
○
○
○
円

▼
村
内
・
社
会
福
祉
施
設

　
　
　
　
…
…
一
五
〇
、
O
O
O
円

▼
江
南
村
社
会
福
祉

　
協
議
会
…
…
…
一
四
、
九
五
一
円

福
祉
バ
ザ
ー
ル

　
　
結
果
報
告
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医療費を考趨

　
病
気
や
ケ
ガ
で
医
者
に
か
か
っ
た
と

き
、
ど
の
く
ら
い
の
金
額
が
使
わ
れ
た

の
か
。
宙
分
自
身
の
医
療
費
を
知
っ
て

い
る
人
は
少
な
い
よ
う
で
す
。

　
医
療
費
の
ほ
と
ん
ど
は
、
月
々
の
保

険
料
や
税
金
な
ど
か
ら
支
払
わ
れ
て
お

り
、
わ
た
し
た
ち
が
病
院
の
窓
口
で
支

払
っ
て
い
る
お
金
は
、
国
民
医
療
費
全

体
で
み
る
と
、
約
一
割
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

　
実
際
に
か
か
っ
た
金
額
は
、
　
「
医
療

費
通
知
」
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
覧
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
。普
及
し
て
き
た

　
　
　
　
　
医
療
費
通
知

　
こ
の
「
医
療
費
通
知
」
は
、
現
在
、

ほ
と
ん
ど
の
医
療
保
険
で
実
施
さ
れ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
保
険
者
で
あ

る
政
府
、
健
康
保
険
組
合
、
市
町
村
な

ど
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
険
加
入
者
（
被

保
険
者
）
に
、
実
際
に
か
か
っ
た
医
療

費
を
直
接
お
知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

　
現
在
の
「
医
療
費
通
知
」
の
実
施
状

　
　
　
（
（
ヌ

況
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
☆
政
府
管
掌
健
康
保
険
　
全
都
道
府

　
　
県
で
一
・
五
か
月
分
の
レ
セ
プ
ト

　
　
を
対
象
に
実
施
（
五
十
七
年
度
）

　
☆
組
合
管
掌
健
康
保
険
　
千
六
百
八

　
　
十
八
組
合
の
う
ち
、
千
四
百
七
十

　
　
三
組
合
が
実
施
（
五
十
六
年
度
・

　
　
実
施
率
八
七
・
三
％
）

　
☆
国
民
健
康
保
険
　
三
千
二
百
七
十

　
　
二
市
町
村
の
う
ち
、
三
千
二
百
五

自分自身の

医療費を知ろう

　
　
十
四
市
町
村
が
、
平
均
し
て
二
か

　
　
月
分
の
レ
セ
プ
ト
を
対
象
に
実
施

　
　
（
五
十
八
年
三
月
末
・
実
施
率
九

　
　
九
・
四
％
）

　
こ
の
よ
う
に
「
医
療
費
通
知
」
は
、

昭
和
五
十
三
年
以
降
に
本
格
化
し
て
か

ら
、
わ
ず
か
数
年
間
で
か
な
り
普
及
し

ま
し
た
。
例
え
ば
、
市
町
村
に
つ
い
て

み
る
と
、
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
が
医
療
費
通

知
を
行
っ
て
い
ま
す
。

医療費通知の一例（国民健康保険の場合）

　あなたとご家族の方々が国民健康保険で受診され、
O年○月に△△国民健康保険より支払いが行われた医
療費の額等は、次のとおりですので、お知らせします。

受診年月 受診者名

入院通院

医科薬局

の　　別

、入院通院

の日数

医療費

の総額

内．　　　　　　訳

あなたが
支払った額

国民健康保険

で支払った額

国・県・市

で支払った額

O年○月 ××様
入院　通院

歯科薬局
△日 ○○円 ××円 △△円 ○×円

年　月 様
入院　通院

歯科薬局

役
立
て
る
の
は

　
　
わ
た
し
た
ち
自
身

　
し
か
し
、
せ
っ
か
く
の
「
医
療
費
通

知
」
も
、
そ
れ
を
受
け
取
る
わ
た
も
た

ち
が
、
た
だ
漫
然
と
見
る
だ
け
で
は
効

果
は
半
減
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　
実
際
に
か
か
っ
た
医
療
費
と
、
窓
口

で
支
払
っ
た
金
額
と
を
照
ら
し
合
わ
せ

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
自
分
自
身
の
医
療
費
を
知
る

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
医
療
保
険

に
対
す
る
理
解
を
深
め
ま
し
ょ
ヶ
。

＊
レ
セ
プ
ト
”
医
療
機
関
が
、
保
険
者
に
医
療
費
を

　
請
求
す
る
際
に
提
出
す
る
医
療
報
酬
の
明
細
書
。

△

○

　
解
散
に
よ
る
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は

十
二
月
十
八
日
投
票
、
翌
十
九
日
開
票

と
い
う
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
二
月
の
村
議
選
か
ら
始
ま
り

四
月
の
県
議
、
六
月
の
参
議
院
、
そ
し

て
今
回
と
合
せ
て
四
回
の
選
挙
が
行
わ

れ
、
ま
さ
し
く
選
挙
の
年
と
な
り
ま
し

た
。
　
十
八
日
の
投
票
当
日
は
大
変
寒
く
、

投
票
率
の
低
下
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
。

候
補
者
別
得
票
数

し
か
し
有
権
者
の
方
の
関
心
は
高
く
、

最
終
的
に
は
村
平
均
で
七
十
二
・
四
七

％
を
記
録
、
前
回
五
十
五
年
の
衆
参
同

日
選
挙
時
の
投
票
率
を
上
回
り
ま
し
た
。
、

　
ま
た
、
開
票
は
十
九
日
午
前
八
時
か

ら
行
わ
れ
、
衆
院
選
が
十
時
三
十
分
、

国
民
審
査
が
午
後
○
時
三
十
分
に
そ
れ

ぞ
れ
終
了
し
ま
し
た
。
投
票
率
、
候
補

者
別
得
票
数
等
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

投
票
区
別
投
票
率
・

加　藤　卓　二　　　　　　　256票

糸山英太郎　　　　　1，407票

鴨田利太郎　　　　　1，634票

田並たねあき　　　　　1，248票

栗　原　福　雄　　　　　　　　56票

ふじもと勝夫　　　　　　3Q7票
　　　　計　　　　　4，908票
　　　魅無効投票　　　　　　　45票

合　　　計　　　　　4，953票

投票区 男 女 計 投票率

第1 463 462 925 76．57

第2 551 520 1，071 73．01

第3 450 418 868 72．82

第4 558 556 1，114 73．73

第5 497 478 975 66．92

計 2，519 2，434 4，953 72．47

投票率 74．48 70．49 72．47
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、
、
嵩
欝

　
石
造
仏
に
つ
い
て
は
、
以
前
に
紹
介

し
た
板
石
塔
婆
が
あ
ゆ
ま
し
た
。
こ
れ

は
鎌
倉
時
代
よ
り
室
町
時
代
の
終
末
ま

で
造
ら
れ
た
の
で
す
が
、
中
世
と
い
う

時
代
の
終
り
と
と
も
に
、
板
石
塔
婆
の

時
代
も
ロ
ー
ソ
ク
の
灯
の
消
え
る
よ
う

に
、
ひ
っ
そ
り
と
消
え
て
し
ま
い
ま
し

た
。
次
の
石
造
仏
が
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
ま
で
、
約
百
五
十
年
ほ
ど
石
造
仏

F
の
造
ら
れ
な
い
空
白
の
時
期
が
あ
り
ま

す
。
　
こ
の
無
仏
の
時
代
を
経
て
、
地
蔵
・

観
音
・
庚
申
塔
の
よ
う
な
野
辺
に
た
た

ず
む
仏
た
ち
が
広
く
造
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。
す
で
に
江
戸
時
代
に
入

っ
て
い
ま
し
た
。

　
江
南
村
に
所
在
す
る
石
仏
の
作
ら
れ

た
年
代
・
種
類
や
数
な
ど
は
未
調
査
で

す
が
、
江
戸
時
代
の
庶
民
の
信
仰
の
有

様
、
石
仏
を
造
立
し
た
人
々
の
情
熱
、
い

ろ
い
ろ
な
挿
話
や
利
益
の
こ
と
な
ど
生

き
生
き
と
し
た
生
活
の
様
子
を
知
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
、
庚
申
塔
を
取
り
上
げ
て

紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
こ
れ

は
江
南
で
最
も
多
い
例
に
入
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
石
仏
の
中
で
地
蔵
や

観
音
は
、
現
在
で
も
子
育
て
や
病
気
が

治
る
よ
う
に
と
い
っ
た
信
仰
と
し
て
流

布
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
庚
申
塔
の
意
味

は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で

す
。　
庚
申
と
は
昔
の
日
付
の
こ
と
で
、
干

支
（
え
と
）
の
ひ
と
つ
で
「
か
の
え
さ

る
」
と
読
み
ま
す
。
干
は
日
の
こ
と
で

十
個
、
支
は
月
と
年
の
こ
と
で
十
二
個

あ
り
、
十
二
支
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま

す
。　
さ
て
、
庚
申
信
仰
と
は
、
中
国
の
民

聞
信
仰
が
源
に
な
っ
て
い
る
と
さ
れ
、

日
本
に
は
古
墳
時
代
か
ら
奈
良
時
代
に

渡
来
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に

よ
る
と
、
人
問
の
体
に
は
天
帝
の
命
令

を
受
け
た
三
匹
の
虫
が
住
ん
で
い
て
、

こ
の
虫
は
、
人
間
の
良
い
行
い
、
悪
い

　
　
　
　
　
　
野
原
地
区

行
い
も
す
べ
て
見
て
お
り
、
庚
申
の
日

の
晩
に
な
る
と
人
間
が
寝
静
ま
っ
て
か

ら
、
体
を
抜
け
出
し
天
上
に
上
り
、
人

間
の
行
い
を
報
告
し
ま
す
。
天
帝
は
、

こ
の
報
告
に
基
づ
い
て
人
間
の
罪
を
決

め
る
と
い
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
人
々
は
、
庚
申
の
日

に
寝
る
こ
と
を
は
ば
か
り
、
体

か
ら
虫
が
抜
け
出
な
い
よ
う
に

注
意
し
、
ま
た
、
多
く
の
人
々
が

集
っ
て
徹
夜
で
酒
食
を
取
る
講

（
今
で
い
う
、
ク
ラ
ブ
や
会
合
）

を
作
っ
た
り
し
た
の
で
す
。
そ

し
て
後
の
供
養
の
た
め
、
庚
申

お
誕
生
お
め
で
と
う

　
　
　
　
（
嶺
ッ
コ
納
保
護
儲
）

塔
を
建
て
た
の
で
す
。
結
局
、
庚
申
信
仰

は
延
命
招
福
の
願
い
に
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
信
仰
の
内
容
は
ひ
と
つ
だ
け
で
な
く

他
の
性
格
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
れ
は
農
耕
の
神
で
す
。

　
日
本
に
は
古
く
か
ら
、
春
に
な
る
と

山
の
神
が
里
に
お
り
て
来
て
、
田
の
神

と
な
り
、
稲
の
成
長
を
守
り
、
秋
に
な

り
収
穫
が
済
む
と
再
び
山
に
帰
る
と
考

　
　
　
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

〉

～

）

　
そ
の
た
め
山
の
神
を
迎
え
る

春
祭
・
田
の
神
を
送
る
秋
祭
り

が
広
く
行
わ
れ
、
春
と
秋
に
は

大
切
な
祭
日
が
あ
っ
た
の
で
す
。

庚
申
塔
の
造
立
が
、
春
と
秋
に

多
い
の
は
、
こ
れ
を
裏
書
き
し

て
い
る
よ
う
で
す
o

　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
め
ん
こ
ん
ロ
ド
　
う

　
野
原
の
例
は
青
面
金
剛
と
い

う
仏
で
、
災
害
や
疫
病
を
退
治

　
　
塩
地
区

す
る
力
を
持
っ
た
仏
で
す
。
昔
の
人
は
、

災
害
や
疫
病
を
も
た
ら
す
悪
い
霊
は
、

村
に
通
じ
る
道
を
て
く
て
く
と
歩
い
て

来
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
た
め
恐
ろ
し
い
が
、
力
強
い
顔

を
し
た
仏
が
、
村
の
入
口
や
境
に
建
て

ら
れ
、
外
よ
り
や
っ
て
来
る
悪
い
霊
を

防
ぐ
と
考
え
た
の
で
す
。
時
代
を
く
だ

る
と
文
字
だ
け
の
簡
単
な
も
の
も
造
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
日
、
野
辺
の
仏
に
手
を
合
わ
せ
る

風
景
に
出
会
う
こ
と
が
少
な
く
な
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
で
も
、
き
れ
い
に
掃
除

さ
れ
た
一
画
に
建
つ
仏
の
姿
を
あ
ち
こ

ち
に
見
か
け
る
と
き
、
見
る
者
の
心
を

暖
た
か
く
し
て
く
れ
る
よ
う
で
す
。
今

寒
風
の
中
に
立
つ
仏
は
、
長
い
歳
月
の

間
、
何
を
見
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
㌶
レ
、
．
）

　
　
　
　
　
〆
、
、

（
＋
月
中
届
出
）

成
　
沢

　
水
野
　
明
典
　
長
男
（
　
勝
　
）

上
新
田

　
根
岸
　
和
代
　
二
女
（
文
　
夫
）

御
正
新
田

　
吉
岡
　
茉
美
　
長
女
（
邦
　
明
）

、
小
江
川

　
松
本
　
英
之
　
長
男
（
信
　
男
）

柴　
松
本
　
孝
誉
　
二
男
（
達
　
雄
）

（
十
一
月
中
届
出
）

成
　
沢

　
水
野
智
子
　
長
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
良
夫
）

　
水
野
敬
子
　
二
女

　
若
林
か
お
り
　
二
女
（
宗
　
治
）

　
真
澤
　
桂
子
、
三
女
（
忠
・
男
V

押
　
切

　
権
田
　
浩
明
　
長
男
（
貞
　
夫
）

樋
春

　
高
田
　
怜
奈
　
二
女
（
喜
久
夫
）

　
小
嶋
　
夕
香
　
長
女
（
　
明
　
）

野
原

　
茂
木
　
伸
稔
　
長
男
（
英
　
範
）

小
江
川

　
井
上
　
恵
実
　
二
女
（
哲
　
男
）

塩　
利
根
田
一
美
　
長
女
（
一
　
布
）

柴　
吉
川
　
智
代
　
長
女
（
武
　
士
）

　
町
田
　
健
太
　
長
男
（
敏
　
夫
）

千
代

　
茂
呂
　
辰
徳
　
二
男
（
久
　
三
）




